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画頭重〕夢も函
直前に生体に対する
大きな侵襲（脱水，外傷．
手術，抗悪性腫瘍薬）
■腎サイズ絡小なし
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・蛋白尿．高血圧などの

既往歴
・腎サイズの籍小

腎前性・腎性・腎後性で治療が異なるので，鑑別が必要

■血流1を低下させるような環珪（下銅，■吐）

雷環血耀i低下を示壌する身体所見

全身性疾患を示唆する病嵐身体所見
薬物服用鼠外傷

肉眼的血鼠排尿よ頼．無風甘藍腔内手術
廿盤鰹内悪性鷹ヰの存在、エコ二
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